
一

画
『
B 

a 

c 

k 　

t 

o　

t 

h 

e　

F 

u 

t 

u 

r 

e
』
三
部
作
（
以
後
B 

T 

T 

F
と
略
）3  

を
取
り
上
げ
、
そ
の
T 

M
が
修
辞
と
し
て
の
〈
ト
ポ
ス
＝
場
〉
に
よ
っ
て
張
り
巡
ら

さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
文
化
的
想
像
力
抜
き
に
は
発
明
さ
れ
得
な
い
こ
と
を
論
証
す
る
。

ま
た
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
主
要
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
る
エ
メ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン

の
イ
メ
ー
ジ
の
重
層
性
お
よ
び
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
位
置
付
け

が
解
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
特
に
上
か
ら
の
政
治
的
視
点
か
ら
眺
め
ら
れ
る
傾
向
に

あ
る
B 

T 

T 

F
研
究
に
新
た
な
視
座
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
内
容
を
論
じ
る
た
め
、
議
論
を
以
下
の
よ
う
に
進
め
る
。
第
1
章
で
は

B 

T 

T 

F
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
を
、
同
時
代
の
政
治
的
文
脈
と
ド
ク
を
中
心
に
整
理

す
る
。
第
2
章
で
は
、
B 

T 

T 

F
の
T 

M
を
明
確
に
し
た
の
ち
、
科
学
者
・
発
明
家

さ
ら
に
は
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
ド
ク
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に

す
る
。
第
3
章
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
文
化
研
究
者
の
エ
ル
キ
・
フ
ー
タ
モ
の
メ
デ
ィ
ア

考
古
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
参
考
に
し
つ
つ
、
ド
ク
の
容
姿
や
両
義
的
性
格
が
古
代
の

「
少
年
と
老
人
」
の
ト
ポ
ス
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
を
析
出
す
る
。
第
4
章
で
は
、

B 

T 

T 

F
に
お
い
て
T 

M
が
発
明
さ
れ
る
〈
ガ
レ
ー
ジ
〉
に
着
目
し
、
そ
れ
が
修
辞

と
し
て
の
側
面
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
ド
ク
も
し
く

は
B 

T 

T 

F
と
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
関
係
を
析
出
す
る
と
同
時
に
、
ガ
レ
ー
ジ
を
媒

介
と
し
て
T 

M
が
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
接
続
す
る
こ
と
を
解
明
す
る
。

3 

本
論
考
で
は
『Back to the Future The Com

plete Trilogy

』（U
niversal Studios, 2002

）

を
使
用
し
た
。

タ
イ
ム
マ
シ
ン
を
生
み
出
す
場ト

ポ
ス

太　
　

田　
　

純　
　

貴

　
　

は
じ
め
に

1

　

タ
イ
ム
マ
シ
ン
（
以
後
T 

M
と
略
）
や
タ
イ
ム
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
（
以
後
T 

T
と
略
）

と
い
っ
た
発
想
／
概
念
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
決
し
て
無
視
さ
れ
て
き
た
わ
け

で
は
な
い
。
T 

T
の
実
現
可
能
性
を
問
う
自
然
科
学
的
研
究
に
加
え
、
時
間
の
哲
学

や
親
殺
し
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
論
理
学
な
ど
人
文
学
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
一
方
、
T 

M
に
つ
い
て
は
空
想
の
産
物
と
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
か
、

無
視
さ
れ
る
こ
と
が
大
半
で
あ
る
。
だ
が
、
T 

M
／
T 
T
作
品
の
祖
と
さ
れ
、
T 

M

概
念
の
端
緒
で
あ
る
H
・
G
・
ウ
ェ
ル
ズ
の
小
説
『
タ
イ
ム
マ
シ
ン
』（
一
八
九
五
）

に
眼
を
向
け
れ
ば
、
T 

M
と
T 

T
は
不
可
分
で
あ
り
、
T 

M
を
欠
落
さ
せ
て
T 

T
の

み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

2 

。

　

本
論
考
で
は
こ
の
問
題
意
識
を
継
続
し
つ
つ
も
そ
の
舳
先
を
ず
ら
し
、
芸
術
作
品

に
お
い
て
T 

M
を
生
み
出
す
条
件
の
解
明
を
試
み
る
。
具
体
的
に
は
T 

M
／
T 
T
映

1 

本
論
考
は
先
行
す
る
自
身
の
議
論
（
太
田
純
貴
「
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と

ト
ポ
ス
概
念
」、
松
本
健
太
郎
編
著
『
理
論
か
ら
読
む
メ
デ
ィ
ア
文
化
』、
新
曜
社
、

二
〇
一
六
年
、
一
〇
四-

一
二
〇
頁
）
を
下
敷
き
に
加
筆
修
正
を
行
い
、
学
術
的
に
再

考
し
た
も
の
で
あ
る
。

2 

太
田
純
貴
「
H
・
G
・
ウ
ェ
ル
ズ
『
タ
イ
ム
マ
シ
ン
』
に
お
け
る
時
間
概
念
」、
日
本

記
号
学
会
編
『
叢
書
セ
ミ
オ
ト
ポ
ス
8
』、新
曜
社
、二
〇
一
三
年
、一
八
八-

二
〇
一
頁
。



太
　
　
田
　
　
純
　
　
貴

二

　

B 

T 

T 

F
を
め
ぐ
る
ジ
ェ
フ
ォ
ー
ズ
の
議
論
の
要
諦
は
、

男
性
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
通
し
た
国
家
と
い

う
物
語
を
も
決
定
す
る
主
要
な
要
素
と
し
て
、
父
子
関
係
（
も
し
く
は
男
と
そ

の
象
徴
的
父
親
の
関
係
）
に
依
拠
し
た
映
画
シ
リ
ー
ズ
は
一
九
八
〇
年
代
に
数

多
く
制
作
さ
れ
て
い
る
が
、『
ラ
ン
ボ
ー
』
と
B 

T 

T 

F
が
そ
の
典
型
で
あ
る

6  

と
い
う
指
摘
が
示
す
よ
う
に
、
家
族
と
国
家
に
ま
た
が
る
マ
ス
キ
ュ
リ
ニ
テ
ィ
の

回
復
・
配
分
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
P 

A 

R 

T 

1
で
は
一
九
八
五
年
か
ら
飛
ば
さ
れ
た

先
の
一
九
五
五
年
の
世
界
で
、
マ
ー
テ
ィ
は
自
身
の
存
在
を
担
保
す
る
た
め
に
父
・

ジ
ョ
ー
ジ
と
母
・
ロ
レ
イ
ン
の
仲
を
取
り
持
つ
。
そ
れ
は
父
―
母
―
子
の
オ
イ

デ
ィ
プ
ス
的
関
係
の
（
再
）
構
築
で
あ
る
。
最
終
的
に
一
九
五
五
年
の
世
界
か
ら

一
九
八
五
年
の
世
界
に
帰
還
し
て
み
れ
ば
、
一
九
五
五
年
に
お
い
て
マ
ー
テ
ィ
に
よ

り
父
の
権
威
が
回
復
さ
れ
る
こ
と
で
、
T 

T
前
の
一
九
八
五
年
の
世
界
で
は
家
族
／

家
庭
と
し
て
機
能
不
全
・
崩
壊
寸
前
に
あ
っ
た
マ
ク
フ
ラ
イ
家
の
状
況
は
劇
的
に
改

善
す
る
。
家
族
／
家
庭
の
「
正
常
化
」
は
父
権
制
／
家
父
長
制
の
回
復
に
よ
り
実
現

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

B 

T 

T 

F
に
お
け
る
家
族
の
再
生
と
、
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
（
在
任
期
間

一
九
八
一‒

一
九
八
九
）
―
―
タ
フ
な
「
ハ
ー
ド
・
ボ
デ
ィ
」
の
持
ち
主
―
―
に

よ
る
保
守
的
ス
タ
ン
ス
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
復
権
の
試
み
を
、
ジ
ェ
フ
ォ
ー
ズ
は
重
ね

合
わ
せ
る
。
こ
の
と
き
両
者
の
接
合
点
と
な
り
、
ジ
ェ
フ
ォ
ー
ズ
に
と
っ
て
鍵
と
な

る
存
在
が
、
父
権
制
の
回
復
・
家
庭
の
再
生
に
つ
な
が
る
T 

T
を
実
現
し
、「
マ
ー

フ
ォ
ー
ズ
の
議
論
の
訳
は
全
て
論
者
に
よ
る
。

6 
Ibid., 86.

１
．
Ｂ
Ｔ
Ｔ
Ｆ
を
め
ぐ
る
問
題
（
系
）

　

B 

T 

T 

F
（
ロ
バ
ー
ト
・
ゼ
メ
キ
ス
監
督
、
ボ
ブ
・
ゲ
イ
ル
脚
本
）
は
、
T 

M
／

T 

T
を
テ
ー
マ
と
し
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
に
公
開
さ
れ
た

P 

A 

R 

T 

1
が
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ
ー
と
な
っ
た
た
め
、
一
九
八
九
年
に
P 

A 

R 

T 

2

が
、
一
九
九
〇
年
に
P 

A 
R 
T 
3
が
制
作
・
公
開
さ
れ
る
。
以
後
、
個
別
の
パ
ー
ト

は
P 

A 

R 

T 

1
、
P 

A 

R 

T 

2
、
P 
A 
R 
T 

3
の
表
記
を
用
い
る
。

　

B 

T 

T 

F
の
空
間
的
舞
台
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
あ
る
と
さ
れ
る
ヒ
ル
・
ヴ
ァ

レ
ー
で
あ
る
。
時
間
的
舞
台
は
、
一
九
八
五
年
を
現
在
に
、
過
去
（
一
八
五
五
年
、

一
九
五
五
年
）
と
未
来
（
二
〇
一
五
年
）
で
あ
る
。
主
な
登
場
人
物
は
、
主
人
公
の

高
校
生
マ
ー
テ
ィ
・
マ
ク
フ
ラ
イ
、
科
学
者
兼
発
明
家
の
エ
メ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
通

称
ド
ク
）、
そ
し
て
彼
ら
と
対
峙
す
る
ビ
フ
・
タ
ネ
ン
（
の
血
縁
）
で
あ
る
。

　

B 

T 

T 

F
研
究
で
は
、
近
親
相
姦
や
核
が
論
点
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、
そ

れ
以
上
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
―
―
こ
う
し
た
論
点
と
も
関
係
し
て
く
る
―
―
の

が
、
政
治
的
文
脈
で
あ
る
。
直
接
的
・
間
接
的
を
問
わ
な
け
れ
ば
、
B 
T 
T 
F
と
政

治
的
文
脈
を
重
ね
合
わ
せ
る
論
考
の
数
は
、
極
め
て
多
い
。
そ
う
し
た
論
考
と
し

て
は
ま
ず
、
B 

T 

T 

F
に
つ
い
て
の
論
集
の
編
著
者
ソ
ー
シ
ャ
・
ニ
・
フ
レ
ン
の
議

論
4  

や
、
フ
レ
ン
が
土
台
と
す
る
ス
ー
ザ
ン
・
ジ
ェ
フ
ォ
ー
ズ
の
議
論
が
挙
げ
ら

れ
る

5 

。

4 
Sorcha N

i Fhlainn, “Introduction: It’s A
bout Tim

e,” Sorcha N
i Fhlainn ed., The 

W
orlds of Back to the Future: C

ritical Essays on the Film
, N

orth C
arolina: 

M
cFarland &

 C
om

pany, 2010.

5 
Susan Jeffords, H

ard Bodies, N
ew

 Jersey: R
utgers U

niversity Press, 1994. 

ジ
ェ



タ
イ
ム
マ
シ
ン
を
生
み
出
す
場

三

論
で
あ
る
。
P 

A 

R 

T 

1
で
は
一
九
八
五
年
の
世
界
と
一
九
五
五
年
の
世
界
が
T 

T

に
よ
り
直
結
す
る
。
そ
れ
は
一
九
六
〇
年
代
と
一
九
七
〇
年
代
の
欠
如
・
不
在
の
ネ

ガ
テ
ィ
ヴ
な
提
示
で
も
あ
る
。
公
民
権
運
動
や
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
、
カ
ウ
ン
タ
ー

カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
「
動
乱
期
」
に
当
た
る
一
九
六
〇­­­­­­­­­­­­­­­­­­ ‒

七
〇
年
代

を
不
在
と
し
、
古
き
良
き
時
代
と
し
て
語
ら
れ
る
一
九
五
〇
年
代
と
一
九
八
五
年

を
直
結
・
短
絡
さ
せ
る
こ
と
は
、
一
九
八
五
年
を
黄
金
時
代
ア
メ
リ
カ
の
正
統
な

継
承
者
に
し
よ
う
と
す
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
欲
望
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
、

レ
ー
ガ
ン
政
権
や
ゼ
メ
キ
ス
の
保
守
主
義
的
傾
向
・
歴
史
修
正
主
義
的
欲
望
と
、

P 

A 

R 

T 

1
ひ
い
て
は
B 

T 

T 

F
の
T 

T
の
歴
史
修
正
主
義
性
格
と
が
共
犯
関
係
に
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る

9 

。

　

同
時
代
の
政
治
的
・
社
会
的
文
脈
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
B 

T 

T 

F
を
読
解
す
る

研
究
は
、
確
か
に
一
定
の
説
得
力
を
持
つ
。
だ
が
、
そ
こ
で
は
ド
ク
と
マ
ー
テ
ィ
の

関
係
、
と
り
わ
け
ド
ク
に
つ
い
て
は
同
時
代
の
特
に
「
上
か
ら
の
」
政
治
的
文
脈
と

性
急
か
つ
目
的
論
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
語
り
口
が
硬
直
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
少
な
く
と
も
、
ジ
ェ
フ
ォ
ー
ズ
や
そ
れ
を
土
台
と
す
る
議
論
に
お
け
る
ド
ク
の

イ
メ
ー
ジ
は
、
固
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
は
B 

T 

T 

F
を
歴
史
的
な
文
脈
に
置
く
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

9 
R

andy Laist, “Show
dow

n at the C
afé ’80’s: The Back to the Future Trilogy as 

B
audriallardian Parable,”Sorcha N

i Fhlainn ed., The W
orlds of Back to the Future: 

C
ritical Essays on the Film

, N
orth C

arolina: M
cFarland &

 C
om

pany, 2010, p.219. 

A
ndrew

 Shail &
 R

obin Stoate, Back to the Future, London, N
ew

 York: B
FI: 

Palgrave M
acm

illan, 2010, p.42. 

町
山
智
浩
は
ゼ
メ
キ
ス
の
歴
史
修
正
主
義
を
映
画

史
・
作
家
論
的
観
点
か
ら
批
判
し
て
い
る
。
町
山
智
浩
『
最
も
危
険
な
ア
メ
リ
カ
映
画

│
│
『
国
民
の
創
生
』
か
ら
『
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
』
ま
で
』、
集

英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
二
〇
一
六
年
、
二
〇
九-

二
五
一
頁
。

テ
ィ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
づ
く
り
、
人
生
を
改
善
し
て
未
来
を
開
い
て
あ
げ

る
7 
」
象
徴
的
父
・
メ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
ド
ク
で
あ
る
。
ジ
ェ
フ
ォ
ー

ズ
は
狙
撃
か
ら
の
復
活
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
共
通
点
を
挙
げ
、
レ
ー
ガ
ン
が
ド
ク
そ
の

人
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
す
る

8 

。

　

と
こ
ろ
で
、
P 
A 
R 
T 

1
や
P 

A 

R 

T 

2
で
私
的
も
し
く
は
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
理
由
に
よ
る
時
空
改
変
の
危
険
性
を
ド
ク
が
マ
ー
テ
ィ
に
説
く
一
方
で
、

P 

A 

R 

T 

3
で
は
マ
ー
テ
ィ
が
ド
ク
に
そ
の
危
険
性
を
説
き
、
異
性
（
ク
ラ
ラ
）
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
ド
ク
に
送
る
と
い
っ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
ド
ク
と
マ
ー

テ
ィ
は
疑
似
的
父
子
関
係
や
師
弟
関
係
を
結
ぶ
が
、
シ
リ
ー
ズ
を
追
う
ご
と
に
ド
ク

の
メ
ン
タ
ー
と
し
て
の
地
位
は
相
対
的
に
低
下
す
る
。
ジ
ェ
フ
ォ
ー
ズ
は
シ
リ
ー

ズ
を
通
し
て
見
た
際
の
ド
ク
と
マ
ー
テ
ィ
の
師
弟
関
係
の
微
妙
な
揺
ら
ぎ
、
も
し

く
は
バ
デ
ィ
的
関
係
へ
の
移
行
に
も
注
目
し
、
ド
ク
と
マ
ー
テ
ィ
の
関
係
は
レ
ー

ガ
ン
と
後
任
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
H
・
W
・
ブ
ッ
シ
ュ
（
在
任
期
間
一
九
八
九 -

一
九
九
三
）
の
関
係
に
一
致
す
る
と
述
べ
る
。
ジ
ェ
フ
ォ
ー
ズ
は
こ
の
移
行
を
疑
似

的
父
親
で
あ
る
ド
ク
の
薫
陶
が
マ
ー
テ
ィ
に
も
た
ら
す
人
格
陶
冶
、
も
し
く
は
ド
ク

が
可
能
に
す
る
マ
ー
テ
ィ
の
男
性
性
の
獲
得
と
み
な
し
、
そ
れ
を
レ
ー
ガ
ン
と
ブ
ッ

シ
ュ
の
関
係
に
重
ね
合
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ッ
チ
ョ
な
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
背
後

に
控
え
て
い
た
副
大
統
領
ブ
ッ
シ
ュ
が
、
レ
ー
ガ
ン
か
ら
そ
の
男
性
性
を
譲
り
受
け

て
自
身
の
存
在
を
政
治
的
に
前
景
化
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
、
ド
ク
と
マ
ー
テ
ィ
の

関
係
（
の
変
遷
）
が
対
応
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

以
上
の
議
論
と
相
補
的
で
あ
る
の
が
、
ラ
ン
デ
ィ
・
レ
イ
ス
ト
や
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

シ
ェ
イ
ル
&
ロ
ビ
ン
・
ス
ト
ー
ト
ら
の
「
不
在
の
三
〇
年
間
」
と
で
も
言
う
べ
き
議

7 
Ibid., 77.

8 
Ibid., 78.
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ド
ク
の
発
明
品
と
は
、
も
ち
ろ
ん
T 

M
で
あ
る
。
B 

T 

T 

F
の
T 

M
と
言
え
ば
ス
ー

パ
ー
カ
ー
の
デ
ロ
リ
ア
ン
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
厳
密
な
意
味
で
ド
ク
が
発
明
し
た
の

は
「
フ
ラ
ッ
ク
ス
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
（Flux C

apacitor

）」
と
呼
ば
れ
る
装
置
で
あ
る
。

タ
イ
ム
・
サ
ー
キ
ッ
ト
と
と
も
に
フ
ラ
ッ
ク
ス
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
は
デ
ロ
リ
ア
ン
内
部

に
設
置
さ
れ
、
T 

T
を
可
能
に
す
る
。
そ
の
機
能
は
、
し
か
し
な
が
ら
時
間
的
座
標

を
与
え
る
羅
針
盤
的
装
置
で
あ
る
タ
イ
ム
・
サ
ー
キ
ッ
ト
と
比
較
す
る
と
、
明
確
と

は
言
い
難
い
。
こ
の
フ
ラ
ッ
ク
ス
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
の
機
能
を
検
討
す
る
た
め
の
補
助

線
と
な
る
の
が
、
電
気
で
あ
る
。

　

P 

A 

R 

T 

1
と
P 

A 

R 

T 

2
で
描
か
れ
る
よ
う
に
、
T 

T
が
生
じ
る
の
は
フ
ラ
ッ
ク

ス
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
に
電
気
が
流
入
す
る
時
で
あ
る
。
そ
う
し
た
電
気
を
担
保
す
る

の
が
核
分
裂
反
応
も
し
く
は
稲
妻
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
次
節
で
述
べ
る
。

ス
ト
ー
リ
ー
上
T 

T
に
電
気
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
、
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て

T 

T
時
に
は
フ
ラ
ッ
ク
ス
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
の
発
光
現
象
や
デ
ロ
リ
ア
ン
周
辺
の
放
電

現
象
が
常
に
つ
き
ま
と
う
と
い
う
、
T 

T
・
フ
ラ
ッ
ク
ス
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
・
電
気
が

不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
表
象
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
暗
示
さ
れ
る
。
B 

T 

T 

F
に

お
け
る
T 

T
・
フ
ラ
ッ
ク
ス
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
・
電
気
の
こ
う
し
た
関
係
を
、
ス
ト
ー

リ
ー
を
踏
ま
え
つ
つ
、
よ
り
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

T 

T
作
品
や
関
連
議
論
で
は
親
殺
し
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
や
人
生
の
や
り
直
し
な
ど

の
ト
ピ
ッ
ク
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
、
T 

T
は
し
ば
し
ば
生
／
死
と
結
び
つ
く
。
そ

れ
は
B 

T 

T 

F
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
例
え
ば
P 

A 

R 

T 

1
の
大
筋
は
、
T 

T

に
よ
り
過
去
に
お
い
て
偶
然
阻
害
し
て
し
ま
っ
た
父
母
関
係
の
、
マ
ー
テ
ィ
に
よ
る

（
再
）
構
築
と
ま
と
め
ら
れ
る
。
父
母
関
係
の
（
再
）
構
築
は
、
複
数
の
レ
ヴ
ェ
ル

で
生
と
死
に
関
与
し
、
そ
れ
ら
は
三
つ
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
大
別
で
き
よ
う
。

　

一
つ
目
は
、
マ
ー
テ
ィ
の
存
在
に
関
与
す
る
。
父
母
関
係
の
破
綻
は
自
身
の
存

上
か
ら
の
政
治
的
要
人
・
文
脈
に
の
み
議
論
を
還
元
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら

か
ら
零
れ
落
ち
る
も
の
ご
と
を
す
く
い
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
た
め

に
、
ジ
ェ
フ
ォ
ー
ズ
ら
の
議
論
と
同
様
に
ド
ク
を
賭
け
金
と
し
よ
う
。
次
章
以
降
で

は
、
ド
ク
を
レ
ー
ガ
ン
と
対
応
さ
せ
て
イ
メ
ー
ジ
の
単
層
性
を
強
調
す
る
の
で
は
な

く
、
逆
に
そ
の
重
層
性
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
そ
れ
は
ド
ク
の
イ
メ
ー

ジ
に
時
間
的
深
み
を
回
復
さ
せ
、
そ
れ
を
媒
介
に
先
行
研
究
と
は
異
な
る
観
点
か
ら

B 

T 

T 

F
と
同
時
代
の
関
係
を
検
討
す
る
可
能
性
を
提
供
す
る
こ
と
に
繋
が
る
だ
ろ

う
。

２
． 

科
学
者
／
発
明
家
と
発
明
品

２
．
１　

ド
ク
の
T 

M

　

ト
マ
ス
・
エ
ル
セ
サ
ー
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
発
明
家
で
科
学
者
の
ド
ク
は
単

な
る
科
学
者
で
は
な
く
「
典
型
的
な
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

10 
」
で
あ
る
。

発
明
家
兼
科
学
者
で
あ
り
し
か
も
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
、
こ

れ
が
ド
ク
の
位
置
づ
け
と
し
て
明
確
に
で
き
る
点
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
ド
ク
は
一
体

何
を
発
明
し
た
の
か
、
そ
し
て
い
か
な
る
意
味
で
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
で

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

10 

ト
マ
ス
・
エ
ル
セ
サ
ー
＆
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
『
現
代
ア
メ
リ
カ
映
画
研
究

入
門
』
水
島
和
則
訳
、
書
肆
心
水
、
二
〇
一
四
年
、
三
一
三
頁
（Thom

as Elsaesser 
&

 W
arren B

uckland, Studying C
ontem

porary Am
erican Film

: A G
uide to M

ovie 

Analysis, London: A
rnold Publishers; N

ew
 York: O

xford U
niversity Press, 2002, 

p.228

）。



タ
イ
ム
マ
シ
ン
を
生
み
出
す
場

五

し
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

12 

」。
言
わ
ば
フ
ラ
ッ
ク
ス
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
は
、
複
数

の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
（
再
）
生
を
縫
合
す
る
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
し
て
機
能
し
、
フ

ラ
ッ
ク
ス
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
を
要
に
タ
イ
ム
・
サ
ー
キ
ッ
ト
と
デ
ロ
リ
ア
ン
か
ら
成
る

T 

M
は
人
工
子
宮
に
他
な
ら
な
い
。

　

こ
の
点
に
お
い
て
、
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
ド
ク
の
側
面
が
顔

を
覗
か
せ
て
く
る
。
奇
矯
な
発
明
品
や
振
る
舞
い
か
ら
ド
ク
を
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
と
見
做
せ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
れ
だ
け
で
は
根
拠
は
薄
弱
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
「
再
生
」「
生
命
の
（
再
）
創
造
」
と
い
う
視
点
は
、
よ
り
積
極
的
な

意
味
に
お
い
て
ド
ク
を
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
捉
え
返
す
こ
と
を
可

能
に
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
視
点
に
B 

T 

T 

F
の
T 

T
に
は
電
気
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
を
加
え
れ
ば
、
ド
ク
は
「
再
生
」「
生
命
の
（
再
）
創
造
」
と
し
て
の

T 

T
を
電
気
仕
掛
け
の
T 

M
で
試
み
る
発
明
家
で
あ
り
科
学
者
で
あ
る
と
整
理
で
き

る
。
そ
れ
を
一
歩
進
め
て
、ド
ク
を
「
電
気
に
よ
る
生
命
操
作
」
を
試
み
る
発
明
家
・

科
学
者
と
み
な
し
て
み
よ
う
。
ま
さ
に
こ
こ
で
、
ド
ク
は
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
の
系
譜
に
直
結
す
る
。
次
節
で
は
、
ド
ク
の
イ
メ
ー
ジ
を
構
成
す
る
マ
ッ
ド
・

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
系
譜
を
詳
ら
か
に
し
、
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
の
ド
ク
の
輪
郭
を
明
瞭
な
も
の
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
ド
ク
と
電
気
・
T 

M
／

T 

T
は
い
っ
そ
う
緊
密
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

２
．
２　

マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
系
譜

　

ド
ク
と
の
関
係
性
が
言
及
さ
れ
る
科
学
者
と
し
て
は
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン

や
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
し
ば
し
ば
議
論
の
俎
上
に
上

12 
Shail &

 Stoate, op.cit., p.79.

在
の
抹
消
と
な
る
。
そ
の
一
方
で
、（
再
）
構
築
は
自
身
の
出
産
＝
生
を
担
保
す
る

行
為
に
他
な
ら
な
い
。
二
つ
目
は
、
マ
ク
フ
ラ
イ
家
に
関
与
す
る
。
P 

A 

R 

T 

1
で

T 

T
前
の
一
九
八
五
年
を
一
九
八
五
年
A
、
一
九
五
五
年
へ
の
T 

T
後
の
一
九
八
五

年
を
一
九
八
五
年
B
と
区
分
す
れ
ば
、
一
九
八
五
年
A
の
マ
ク
フ
ラ
イ
家
は
下
流
階

級
に
属
し
、
機
能
不
全
状
態
に
あ
る
家
庭
で
あ
る
一
方
、
一
九
八
五
年
B
の
マ
ク

フ
ラ
イ
家
は
中
流
階
級
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
家
庭
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。
T 

T
に
よ
っ

て
、
マ
ク
フ
ラ
イ
家
は
「
再
生
」
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
再
生
は
、
一
九
八
五
年
Ａ

の
マ
ク
フ
ラ
イ
家
の
消
滅
と
い
う
象
徴
的
「
死
」
と
コ
イ
ン
の
表
裏
関
係
に
あ
る
。

三
つ
目
は
、
ヒ
ル
・
ヴ
ァ
レ
ー
と
い
う
共
同
体
に
関
与
す
る
。
例
え
ば
、
ヒ
ル
・
ヴ
ァ

レ
ー
と
い
う
共
同
体
が
性
的
な
堕
落
状
態
か
ら
健
全
な
状
態
へ
と
「
再
生
」
し
て
い

く
様
が
、
P 

A 

R 

T 

1
も
し
く
は
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
確
認
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
三
つ
の
レ
ヴ
ェ
ル
は
別
々
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
マ
ー
テ
ィ

が
自
ら
の
短
慮
を
克
服
す
る
と
い
う
人
格
陶
冶
、
す
な
わ
ち
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
再

生
が
T 

T
を
契
機
と
し
て
生
じ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
れ
ば
、
個
・
家
族
・
共
同
体

の
再
生
は
照
応
・
連
鎖
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
生
を
切
断
／
（
再
）
接
続
す
る
マ
シ

ン
と
し
て
、
よ
り
B 

T 

T 

F
に
即
せ
ば
、
複
数
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
再
生
を
可
能
に
す

る
マ
シ
ン
と
し
て
、
T 

M
を
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
よ
う

11 

。

　

以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
フ
ラ
ッ
ク
ス
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
の
フ
ォ
ル
ム
は
極
め
て
示
唆

的
で
あ
る
。
Y
字
型
の
チ
ュ
ー
ブ
が
透
明
の
ケ
ー
ス
に
収
納
さ
れ
た
「
そ
の
外
形
は

膣
と
卵
管
の
な
ら
び
を
思
わ
せ
る
。
こ
の
と
き
作
中
に
持
ち
込
ま
れ
た
当
の
デ
ロ
リ

ア
ン
は
、
女
性
の
生
殖
器
官
の
魔
術
的
な
生
殖
力
を
発
揮
し
て
い
る
に
ほ
と
ん
ど
等

11 

ド
ク
や
マ
ー
テ
ィ
に
と
っ
て
の
「
正
し
さ
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
り
、（
再
）

生
の
方
向
は
（
ほ
ぼ
）
決
定
さ
れ
て
い
る
。
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六

　

少
な
く
と
も
、
エ
ジ
ソ
ン
と
電
気
の
関
係
が
メ
デ
ィ
ア
文
化
的
想
像
力
を
喚
起
し

た
の
は
間
違
い
な
い
。そ
れ
を
如
実
に
物
語
る
の
が
、エ
ジ
ソ
ン
と
同
時
代
人
の
ヴ
ィ

リ
エ
・
ド
・
リ
ラ
ダ
ン
に
よ
る
小
説
『
未
來
の
イ
ヴ
』（
一
八
八
六
）
で
あ
る
。『
未

来
の
イ
ヴ
』
に
登
場
す
る
人
造
人
間
ハ
ダ
リ
ー
は
「
エ
レ
ク
ト
ロ
・
に
ん
げ
ん
」
と

も
呼
ば
れ
、そ
の
創
造
主
で
あ
る
「
エ
デ
ィ
ソ
ン
」
は
「
電
氣
學
者
」
で
、ハ
ダ
リ
ー

に
生
命
を
吹
き
込
む
際
に
は
電
気
を
用
い
る
の
で
あ
る

15 

。

　

以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
ド
ク
は
ア
メ
リ
カ
の
発
明
家
と
し
て
の
系
譜
に
位
置
し
つ

つ
も
、
電
気
に
よ
る
生
命
の
創
造
と
い
う
特
定
的
な
点
に
お
い
て
先
達
や
エ
ジ
ソ
ン

と
き
り
結
ぶ
。
と
は
い
え
、
エ
ジ
ソ
ン
以
前
か
ら
電
気
と
生
命
（
創
造
）
が
結
び
つ

け
て
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
生
命
が
操
作
可
能
な
力
の
よ

う
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
力
の
位
置
に
電
気
が
代
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
重

要
な
契
機
の
ひ
と
つ
は
、
メ
ア
リ
ー
・
シ
ェ
リ
ー
の
小
説
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
』
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
議
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
B 

T 

T 

F
は
小
説
版
・

映
画
版
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
と
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ル
な
関
係
を
取

結
び
、
ド
ク
は
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
と
対
応
す
る
よ
う
に
表
象
さ
れ
て
い
る
。

　
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
は
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士

に
よ
る
電
気
を
使
用
し
た
生
命
の
創
造
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ク
リ

ン
の
誘
雷
実
験
が
そ
の
着
想
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
一
七
五
二
年
、
凧
を
使
っ

た
実
験
に
よ
り
、フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
雷
が
電
気
現
象
で
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る
。『
フ

ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
決
定
版
（
一
八
三
一
）
で
は
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
が
、初
版
（
一
八
一
八
）
で
は
以
下
の
よ
う
に
、フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
よ
る
凧
を
使
っ

た
誘
雷
実
験
を
念
頭
に
お
い
た
箇
所
を
確
認
で
き
る
。

15 

ヴ
ィ
リ
エ
・
ド
・
リ
ラ
ダ
ン
『
未
來
の
イ
ヴ
』
齋
藤
磯
雄
訳
、
創
元
社
、
二
〇
〇
五
年
。

る
の
は
、
P 

A 

R 

T 

1
の
冒
頭
で
ド
ク
の
ベ
ッ
ド
の
枕
元
に
飾
ら
れ
た
三
枚
の
肖
像

画
／
写
真
に
登
場
す
る
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ

ン
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
や
エ
ジ
ソ
ン
は
ド
ク
に
と
っ
て
憧
憬
対
象
で
あ
る
と
い
う
指

摘
13 

が
あ
る
一
方
、
石
岡
良
治
に
よ
れ
ば
、
エ
ジ
ソ
ン
に
代
表
さ
れ
る
「
ア
メ
リ

カ
で
時
代
の
節
目
に
お
い
て
現
れ
る
発
明
家
の
系
譜

14 

」
に
ド
ク
は
位
置
づ
け
ら

れ
得
る
。
本
章
で
は
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
エ

ジ
ソ
ン
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ド
ク
の
関
係
性
を
、
異
な
る
角
度
か
ら
よ
り
明
瞭

に
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
を
試
み
る
。

　

ま
ず
は
エ
ジ
ソ
ン
か
ら
始
め
た
い
。「
メ
ン
ロ
ー
パ
ー
ク
の
魔
術
師
」
と
呼
ば
れ

た
エ
ジ
ソ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
装
置
の
発
明
・
改
良
に
関

与
し
メ
デ
ィ
ア
文
化
に
お
い
て
も
そ
の
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
装
置
に
並
行
・
先
行
し
て
エ
ジ
ソ
ン
が
手
が
け
て
い
た
の
は
、
白
熱

電
球
の
開
発
や
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
あ
っ
た
。
電
信
技
師
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
、
電
信
会
社
の
設
立
な
ど
電
気
関
連
事
業
へ
の
傾
注
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ェ
ス
テ
ィ

ン
グ
ハ
ウ
ス
と
の
直
流
／
交
流
論
争
な
ど
も
考
慮
す
れ
ば
、
エ
ジ
ソ
ン
が
電
気
時
代

の
幕
を
切
っ
て
落
と
し
た
主
役
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
メ
ン
ロ
ー

パ
ー
ク
の
魔
術
師
の
得
意
と
す
る
魔
術
の
一
つ
が
電
気
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
一
定

以
上
共
有
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

13 

例
え
ば
、John Exshaw, “B

ury M
y H

eart in H
ill Valley,” Sorcha N

i Fhlainn ed., 
The W

orlds of Back to the Future: C
ritical Essays on the Film

, N
orth C

arolina: 

M
cFarland &

 C
om

pany, 2010, p.104.

14 

石
岡
良
治
『
視
覚
文
化
「
超
」
講
義
』、
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、
二
〇
一
四
、六
七
頁

note.18

。



タ
イ
ム
マ
シ
ン
を
生
み
出
す
場

七

ウ
ン
ホ
ー
ル
の
〕
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
屋
上
部
分
か
ら
ぶ
ら
下
が
る
（
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル
の
デ
ザ
イ
ン
は
古
典
風
で
あ
る
が
、
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
彫
像
も
こ
れ
み
よ
が
し

に
飾
ら
れ
て
い
る
）17 

。

　

電
気
に
よ
る
生
命
操
作
・
創
造
に
関
し
て
、
小
説
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』

で
は
仄
め
か
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
一
方
、
映
画
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
で

は
明
示
的
に
描
写
さ
れ
る
。
加
え
て
続
編
の
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
花
嫁
』

（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ホ
エ
ー
ル
監
督
、
一
九
三
五
）
で
は
、
怪
物
の
つ
が
い
に
生
命
を

吹
き
込
む
た
め
嵐
の
最
中
に
凧
を
飛
ば
し
稲
妻
を
引
き
寄
せ
る
と
い
う
、
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
の
誘
雷
実
験
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
気
象
実
験
は
小
説
と
映
画
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
に
お

け
る
電
気
に
よ
る
生
命
の
創
造
・
操
作
の
着
想
源
と
な
る
と
同
時
に
、
B 

T 

T 

F
で

は
T 

T
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る
。
P 

A 

R 

T 

1
で
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
八
五
年
に
マ
ー

テ
ィ
を
送
り
返
す
準
備
を
す
る
シ
ー
ン
で
、
往
来
で
ワ
イ
ヤ
ー
を
張
る
な
ど
の
T 

T

の
準
備
を
し
て
い
た
ド
ク
は
不
審
に
思
っ
た
警
官
に
見
咎
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ

が
、「
気
象
実
験
」
の
準
備
と
応
答
し
、
覆
い
が
か
け
ら
れ
た
T 

M
を
「
新
し
い
特

製
の
天
候
感
知
装
置
」
と
伝
え
て
そ
の
場
を
切
り
抜
け
る
。
そ
し
て
物
語
は
進
行
し

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
と
向
か
う
。
ワ
イ
ヤ
ー
を
伝
っ
て
稲
妻
＝
電
気
が
天
候
感
知
装

4

4

4

4

4

置
で
あ
る

4

4

4

4

T 

M
へ
と
流
れ
込
み
、
気
象
実
験
と
し
て
偽
装
さ
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

T 

T
す
な
わ
ち
一

連
の
（
再
）
生
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ド
ク
は
エ
ジ
ソ
ン
お
よ
び
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
と
「
電
気
に
よ
る
生
命
操
作
」
と
い

17 
Shail &

 Stoate, op.cit., p.29. 

〔
〕
内
は
論
者
に
よ
る
補
足
。
ド
ク
が
叫
ぶ
の
は
、
正
確

に
言
え
ば
、
作
動
中
の
フ
ラ
ッ
ク
ス
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
を
目
の
当
た
り
に
し
た
た
め
で
あ

る
。

こ
の
オ
ー
ク
の
木
が
被
っ
た
大
惨
事
に
、
私
〔
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ケ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
〕
は
た
い
そ
う
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
な
の
で
、
雷
鳴
と
稲
妻
の
性

質
と
原
因
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う
、
私
は
父
に
熱
心
に
せ
が
み
ま
し
た
。
す
る

と
父
は
「
電
気
だ
よ
」
と
応
え
る
と
、
他
に
も
そ
の
力
が
及
ぼ
す
さ
ま
ざ
ま
な

作
用
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
父
は
電
気
で
動
く
ち
ょ
っ
と
し
た
機
械
を
組

み
立
て
て
、
二
、三
の
実
験
を
し
て
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
針
金
と
ひ

も
で
凧
を
作
り
、
雲
の
合
間
か
ら
そ
の
流
体
を
引
き
寄
せ
て
み
せ
て
も
く
れ
ま

し
た

16 

。

　

小
説
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
は
広
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、
代
表
的

な
も
の
と
し
て
と
し
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ホ
エ
ー
ル
監
督
に
よ
る
映
画
『
フ
ラ
ン
ケ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
』（
一
九
三
一
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の

小
説
・
映
画
が
B 

T 

T 

F
（
P 

A 

R 

T 

1
）
と
連
続
す
る
こ
と
を
、
シ
ェ
イ
ル
＆
ス
ト
ー

ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

（
…
）
ド
ク
は
、
背
後
で
嵐
が
吹
き
す
さ
ん
で
い
る
さ
な
か
に
、
タ
イ
ム
マ
シ

ン
が
作
動
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
と
熱
狂
し
て
「
動
い
て
い
る
！
」
と
叫
ぶ

の
だ
が
、
そ
れ
は
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ホ
エ
ー
ル

監
督
、一
九
三
一
）で
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
演
じ
る
コ
リ
ン
・

ク
ラ
イ
ヴ
が
「
生
き
て
い
る
！
」
と
叫
ぶ
姿
と
共
鳴
す
る
。〔
小
説
〕『
フ
ラ
ン

ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
と
〔
B 

T 

T 

F
と
〕
の
繋
が
り
も
、
最
後
の
シ
ー
ン
で
二

重
に
仄
め
か
さ
れ
る
。
嵐
の
最
中
に
ド
ク
は
稲
妻
を
捉
え
よ
う
と
し
て
、〔
タ

16 
M

ary Shelley, Frankenstein 1818 text, O
xford: O

xford U
niversity  Press, 2008, p.24. 

論
者
に
よ
る
翻
訳
。〔 

〕
内
は
論
者
に
よ
る
補
足
。



太
　
　
田
　
　
純
　
　
貴

八

タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
』
の
ル
ー
ク
・
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
カ
ー
と
オ
ビ
＝
ワ
ン
・
ケ
ノ
ー
ビ

の
関
係
と
マ
ー
テ
ィ
と
ド
ク
の
関
係
を
、
贈
与
と
い
う
視
点
か
ら
呼
応
さ
せ
る
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
の
指
摘
も
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
観
点
に
立
脚
し
た
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る

18 

。

　

B 

T 

T 

F
と
同
時
代
の
作
品
で
あ
る
『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
4
』（
一
九
七
七
）、『
ス

タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
5
』（
一
九
八
三
）、『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
6
』（
一
九
八
八
）
を

み
れ
ば
、
確
か
に
オ
ビ
＝
ワ
ン
を
ル
ー
ク
の
メ
ン
タ
ー
や
象
徴
的
父
と
す
る
こ
と
は

妥
当
で
あ
ろ
う
。『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
5
』
で
は
ル
ー
ク
を
か
ば
い
、
オ
ビ
＝
ワ

ン
が
自
身
の
短
慮
さ
を
師
ヨ
ー
ダ
に
告
白
す
る
シ
ー
ン
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
彼
の
短

慮
さ
よ
り
も
、
そ
の
振
る
舞
い
や
声
音
と
相
俟
っ
て
む
し
ろ
反
省
的
思
考
の
持
ち
主

で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
る
。
精
神
的
に
未
熟
な
ル
ー
ク
と
は
対
照
的
に
描
か
れ
る

オ
ビ
＝
ワ
ン
は
、
C
・
G
・ 

ユ
ン
グ
の
老
賢
者
の
元
型
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
若
人
が
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
時
に
良
き
導
き
手
と
な
る
老
賢
者
的
観
点

か
ら
で
は
、
し
か
し
な
が
ら
ド
ク
の
場
合
、
そ
の
半
分
の
面
し
か
把
握
で
き
な
い
。

例
え
ば
P 

A 

R 

T 

1
で
は
、
未
来
の
改
変
に
つ
い
て
マ
ー
テ
ィ
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
一

方
、
結
末
で
ド
ク
は
誘
惑
に
抗
え
ず
未
来
を
改
変
し
て
し
ま
う
。
せ
わ
し
な
い
コ
ミ

カ
ル
な
振
る
舞
い
に
非
実
用
的
な
発
明
品
、
実
験
も
し
く
は
保
険
金
目
当
て
ゆ
え
の

家
屋
の
延
焼

19 

な
ど
も
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
れ
ら
が
示
す
の
は
思
慮
深
さ
で
は
な
く

短
慮
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
観
点
に
の
み
基
づ
い
て
、

18 
A

ndrew
 G

ordon, “B
ack to the Future: O

edipus as Tim
e Traveler,” Sorcha N

i 

Fhlainn ed., The W
orlds of Back to the Future: C

ritical Essays on the Film
, N

orth 

C
arolina: M

cFarland &
 C

om
pany, 2010, p.37. 

ジ
ェ
フ
ォ
ー
ズ
に
よ
れ
ば
、
ド
ク
、

ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
、
オ
ビ
＝
ワ
ン
は
「
取
り
戻
す
こ
と
の
で
き
る
個
人
と
国
家
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
体
現
し
て
い
る
」（Jeffords, op.cit., p.87

）。

19 
Shail &

 Stoate, op.cit., p.29.

う
一
点
で
切
り
結
ぶ
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
を
端
緒
と
す
る
マ
ッ

ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
系
譜
に
ド
ク
が
連
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、

『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
を
巡
る
小
説
・
映
画
と
B 

T 

T 

F
の
間
テ
ク
ス
ト
的
関

係
を
生
み
出
す
。
以
上
の
内
容
に
、
小
説
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
を
初
め
て

映
画
化
し
た
、
す
な
わ
ち
初
め
て
「
動
ア

ニ

メ

イ

ト

か
し
た
＝
生
命
を
与
え
た
」
の
が
、
エ
ジ
ソ

ン
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
と
い
う
エ
ジ
ソ
ン
の
名
を
冠
し

た
映
画
ス
タ
ジ
オ
で
あ
っ
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
み
よ
う
。そ
れ
は
エ
ジ
ソ
ン
と『
フ

ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
繋
が
り
も
浮
上
さ
せ
て
、『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』

を
媒
介
に
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
系
譜
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン 

― 

エ

ジ
ソ
ン 

― 

ド
ク
の
セ
リ
ー
が
よ
り
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
残
り
一
枚
の
肖
像
写
真
の
主
で
あ
る
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ド
ク
は
い
か

な
る
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
論
点
を
簡
単
に
先
取
り
す
れ
ば
、
両
者
の
関
係
は

容
貌
の
類
似
や
両
義
的
性
格
の
来
歴
に
加
え
、
イ
メ
ー
ジ
の
時
間
的
深
み
や
時
間
の

イ
メ
ー
ジ
に
関
わ
っ
て
く
る
。

３
． 

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
し
て
の
ド
ク
の
イ
メ
ー
ジ

３
．
１　

ド
ク
の
両
義
性 

―
― 

幼
児
性
と
老
年
性

　

第
1
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ジ
ェ
フ
ォ
ー
ズ
は
一
九
八
〇 - 

九
〇
年
代
の
ハ
リ

ウ
ッ
ド
映
画 

―
― 

特
に
シ
リ
ー
ズ
作
品 

―
― 

に
お
け
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
関
係
性
に
注
目
す
る
。
そ
の
際
に
、『
ラ
ン
ボ
ー
』
に
お
け
る
ラ
ン
ボ
ー
と
ト
ラ

ウ
ト
マ
ン
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
マ
ー
テ
ィ
と
ド
ク
の
疑
似
的
父
子
関
係
や
ド
ク
の
メ

ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。ま
た
、ゼ
メ
キ
ス
の
言
を
踏
ま
え
、『
ス



タ
イ
ム
マ
シ
ン
を
生
み
出
す
場

九

き
た
）20 

。

　

白
髪
と
広
い
額
と
い
う
ド
ク
の
容
姿
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
そ
れ
を
直
接
的

に
継
承
し
て
い
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る

21 

。
そ
れ
を

踏
ま
え
て
注
目
し
た
い
の
が
、
ド
ク
の
下
敷
き
と
な
っ
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
的
容

貌
に
つ
い
て
、「
子
供
の
よ
う
で
あ
る
と
同
時
に
老
年
で
も
あ
る
（sim

ultaneously 

childlike and ancient

）22 

」
と
い
う
ス
カ
ル
の
描
写
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
ド
ク

に
も
相
当
す
る
「
幼
児
性
と
老
年
性
の
同
居
」
と
で
も
い
う
べ
き
こ
の
描
写
は
、「
少

年
と
老
人
」
の
〈
ト
ポ
ス
〉
を
召
喚
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
た
め
で

あ
る
。
議
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
ド
ク
の
容
姿
に
加
え
身
振
り
な
ど
に
見
ら
れ
る
両

義
的
性
格
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
経
由
し
て
こ
の
ト
ポ
ス
に
ま
で
遡
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

３
．
２　
「
少
年
と
老
人
」
の
ト
ポ
ス
と
時
間
の
モ
ー
ド

　
「
場
／
場
所
」
を
示
す
ギ
リ
シ
ア
語
を
そ
の
語
源
と
す
る
ト
ポ
ス
は
、
一
般
的
に

20 
D

avid J. Skal, Scream
s of Reason: M

ad Science and M
odern Culture, N

ew
 York: W

. 

W
. N

orton, 1998, pp.17-18

（
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
J
・
ス
カ
ル
『
マ
ッ
ド
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
の
夢
』
松
浦
俊
輔
訳
、
青
土
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
六
頁
）.

21 

石
岡
前
掲
書
、
六
七
頁
。
も
し
く
はC

hristopher Justice, “R
onald R

eagan and the 

R
hetoric of Traveling Back to the Future: The Zem

eckis A
esthetic as R

evisionist 

H
istory and C

onservative Fantasy,” Sorcha N
i Fhlainn ed., The W

orlds of Back to 

the Future: C
ritical Essays on the Film

, N
orth C

arolina: M
cFarland &

 C
om

pany, 

2010, p.176.

22 
Skal, op.cit., pp.17-18

（
同
、
一
六
頁
）. 

議
論
の
都
合
上
、
訳
文
を
若
干
変
更
し
た
。

オ
ビ
＝
ワ
ン
ら
と
ド
ク
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
の
だ
。
少
な

く
と
も
ド
ク
の
場
合
、
父
や
メ
ン
タ
ー
と
し
て
教
導
的
側
面
に
の
み
注
目
す
る
の
で

は
、
そ
れ
と
相
反
す
る
側
面
を
見
落
と
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

以
上
に
加
え
、
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
散
見
さ
れ
る
マ
ー
テ
ィ
と
の
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ

ル
な
関
係 

―
― 
密
か
に
交
わ
さ
れ
る
目
配
せ
や
身
体
的
距
離
の
近
さ 

―
― 

を
踏
ま

え
れ
ば
、
マ
ー
テ
ィ
と
ド
ク
に
は
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
メ
ン
タ
ー
や
（
象
徴

的
）
父
の
概
念
に
含
意
さ
れ
る
上
下
＝
垂
直
構
造
だ
け
で
な
く
、
バ
デ
ィ
的
な
水
平

方
向
の
関
係
性
を
見
出
せ
る
。

　

先
述
の
通
り
ジ
ェ
フ
ォ
ー
ズ
も
こ
の
バ
デ
ィ
的
関
係
に
は
留
意
は
し
て
い
る
が
、

そ
の
議
論
は
結
局
の
と
こ
ろ
同
時
代
の
政
治
的
文
脈
へ
と
目
的
論
的
に
帰
着
す
る
。

ま
た
ジ
ェ
フ
ォ
ー
ズ
は
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
段
階
的
に
バ
デ
ィ
的
関
係
が
強
ま
っ
て

い
く
、
す
な
わ
ち
ド
ク
の
幼
児
性
は
漸
進
的
に
前
景
化
し
て
い
く
か
の
よ
う
に
議
論

す
る
が
、
そ
も
そ
も
P 

A 

R 

T 

1
の
段
階
で
す
で
に
そ
れ
は
発
露
さ
れ
て
い
る
。

　

本
論
考
で
は
バ
デ
ィ
的
関
係
を
生
み
出
す
ド
ク
の
両
義
的
性
格
を
、
政
治
的
文
脈

以
外
か
ら
も
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
そ
の
時
の
と
ば
口
・
手
が
か
り
と
な
る

の
が
、
ド
ク
と
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
関
係
に
お
け
る
容
姿
と
い
う
視
覚
的
要
素
で

あ
る
。
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ス
カ
ル
が
述
べ
る
よ
う
に
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

　

も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
に
立
っ
た
髪
は
、
も
し
か
す
る
と
そ
れ
に
応
じ
て
他
な
ら
ぬ
頭

蓋
骨
の
中
身
も
混
乱
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
せ
、
す
べ
て
の
き
の

こ
雲
は
こ
の
脳
が
収
ま
っ
た
箱
か
ら
立
ち
上
り
、
ま
た
こ
れ
か
ら
も
立
ち
の
ぼ

る
か
も
し
れ
な
い
と
恐
れ
さ
せ
る
。（
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
髪
に
は
文
句
無

し
に
聖
人
像
の
よ
う
な
持
久
力
が
あ
る
た
め
、
他
の
ど
ん
な
視
覚
的
な
手
が
か

り
よ
り
も
、
頭
が
お
か
し
く
な
っ
た
博
士
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
に
影
響
を
与
え
て



太
　
　
田
　
　
純
　
　
貴

一
〇

で
あ
る
こ
と
、
聖
書
や
聖
人
伝
な
ど
に
お
い
て
も
「
老
人
と
少
年
」
の
ト
ポ
ス
が
散

見
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
、「
老
人
と
し
て
の
少
年
」
や
「
少
年
と
し
て
の
老
人
」
な

ど
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
「
青
年
に
よ
っ
て
所

有
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

26 

」
老
年
の
英
知
を
示
す
メ
タ
フ
ァ
と
し
て
の
「「
灰
白
」

（canus

）、「
灰
色
の
髪
」（canities

）27 

」
も
言
及
さ
れ
る
。
そ
れ
に
注
目
す
れ
ば
、

灰
白
の
髪
の
持
ち
主
で
あ
る
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
ド
ク
と
こ
の
ト
ポ
ス
の
よ
り
一

層
の
繋
が
り
を
主
張
で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
は
「
少
年
と
老
人
」
の
ト
ポ
ス
に
た
い
し
て
、「
子

供
ら
し
さ
と
老
人
ら
し
さ
の
結
合

28 

」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
を
用
い
る
が
、
そ

れ
ら
は
生
／
死
と
い
う
根
源
的
な
二
項
対
立
を
後
景
と
す
る
対
極
的
要
素
の
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
と
し
て
整
理
で
き
る
。「
少
年
と
老
人
」
の
ト
ポ
ス
は
、
相
反
的
な
時
間
の

モ
ー
ド
の
同
時
的
・
圧
縮
的
表
象
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
れ
と
合
わ
せ
て
、
自

ら
T 

T
に
よ
る
将
来
の
改
変
に
関
与
す
る
な
ど
ド
ク
は
時
の
外
部
観
察
者
で
は
あ
り

得
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
容
貌
の
不
変
性
や
家
系
の
来
歴
＝
歴
史
の
不
明
瞭
さ

な
ど
に
よ
り
時
の
制
約
か
ら
逃
れ
た
無ア

テ
ン
ポ
ラ
ル

時
間
的
に
思
え
る
ド
ク
の
存
在
は
、
時
間
の

モ
ー
ド
の
欠
如
で
は
な
く
過
剰
に
よ
り
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
付
言
し

て
お
き
た
い
。

　
「
少
年
と
老
人
」
の
ト
ポ
ス
の
系
譜
に
ド
ク
が
位
置
す
る
こ
と
を
把
握
す
れ
ば
、

P 

A 

R 

T 

1
お
よ
び
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
の
マ
ー
テ
ィ
に
た
い
す
る
ド
ク
の
メ
ン

タ
ー
か
ら
バ
デ
ィ
・
被
庇
護
者
へ
と
い
う
変
化
を
、
レ
ー
ガ
ン
か
ら
ブ
ッ
シ
ュ
へ
と

訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
一
年
、
一
三
七
頁
（Ernst R

obert C
urtius, Europäische 

Literature und Lateinisches M
itteralter, B

ern: Francke Verlag, 1978, p.108

）。

26 

同
、
一
三
八
頁
（Ibid., pp.109-110

）。

27 

同
、
一
三
八
頁
（Ibid., p.110

）。

28 

同
、
一
四
〇
頁
（Ibid., p.111

）。

は
定
型
文
句
や
ク
リ
シ
ェ
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ト
ポ
ス
に
つ
い
て
の

代
表
的
研
究
が
、
E
．R
．ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
そ
れ
で
あ
る
。
だ
が
、
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス

は
文
学
に
お
け
る
以
外
の
ト
ポ
ス
を
ほ
ぼ
認
め
な
い
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
メ
デ
ィ
ア
考
古
学
」
と
呼
ば
れ
る
見
地
か
ら
メ
デ
ィ
ア
文
化

を
扱
う
エ
ル
キ
・
フ
ー
タ
モ
は
異
論
を
差
し
挟
む

23 

。
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
議
論
を

受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、
フ
ー
タ
モ
は
メ
デ
ィ
ア
文
化
に
お
け
る
様
々
な
ト
ポ
ス
を
掘
り

起
こ
し
、
ア
ビ
・
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
ら
の
議
論
を
介
入
さ
せ
て
ト
ポ
ス
研
究
の
領

域
を
拡
張
す
る
。
そ
の
際
フ
ー
タ
モ
は
ト
ポ
ス
の
反
復
的
性
格
と
円
環
的
な
時
間
の

モ
ー
ド
を
導
出
し
、
メ
デ
ィ
ア
文
化
（
研
究
）
に
つ
き
ま
と
う
目
的
論
的
な
発
展
史

観
、最
新
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
、断
絶
と
い
っ
た
発
想
を
批
判
す
る
。
本
稿
で
は
フ
ー

タ
モ
の
姿
勢
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、「
少
年
と
老
人
」
と
い
う
個
別
の
ト
ポ
ス
と
い
う

ミ
ク
ロ
な
レ
ヴ
ェ
ル
に
照
準
を
合
わ
せ
る
。
そ
れ
は
、
次
章
で
取
り
上
げ
る
ド
ク
と

T 

M
の
近
傍
で
立
ち
上
が
る
イ
メ
ー
ジ
の
編
成
・
配
列
の
解
明
に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。

　

ス
カ
ル
の
描
写
や
ド
ク
の
イ
メ
ー
ジ
が
召
喚
す
る
「
少
年
と
老
人
（K

nabe und 

G
reis

）」
の
ト
ポ
ス
は
、
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
る
ト
ポ
ス
研
究
の
大
著
『
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
文
学
と
ラ
テ
ン
中
世
』
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

24 

。
そ
こ
で
は
こ
の
ト
ポ

ス
が
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
後
期
の
心
的
状
況
か
ら
生
ま
れ
育
っ
た
ト
ポ
ス

25 

」

23 

フ
ー
タ
モ
の
メ
デ
ィ
ア
考
古
学
や
ト
ポ
ス
概
念
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
エ
ル
キ
・

フ
ー
タ
モ
『
メ
デ
ィ
ア
考
古
学
』
太
田
純
貴
編
訳
、
N 

T 

T
出
版
、
二
〇
一
五
年
。

24 

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
と
ラ
テ
ン
中
世
』
で
は
、「
老
人
と
少
年
」
の
次
に
「
老
婦
人
と
少
女
」

の
ト
ポ
ス
が
続
く
。
両
者
に
は
、
数
多
く
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。「
少
年
と
老
人
」

の
ト
ポ
ス
に
注
目
し
た
研
究
と
し
て
、鎌
田
東
二
『
翁
童
論
』（
新
曜
社
、一
九
八
八
年
）

が
あ
る
。
だ
が
、
鎌
田
は
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
鎌
田
の
議

論
の
土
台
は
、
文
学
や
レ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
よ
り
も
ユ
ン
グ
の
元
型
概
念
で
あ
る
。

25 

E
．
R
． 

ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
と
ラ
テ
ン
中
世
』
南
大
路
振
一
ほ
か



タ
イ
ム
マ
シ
ン
を
生
み
出
す
場

一
一

脚
本
家
ボ
ブ
・
ゲ
イ
ル
の
発
言
を
出
発
点
と
し
よ
う
。
ゲ
イ
ル
に
よ
れ
ば

29 

、
T 

M

の
発
明
に
は
典
型
的
な
ア
メ
リ
カ
の
発
明
家
に
加
え
、〈
ガ
レ
ー
ジ
〉
と
い
う
場
が

不
可
欠
で
あ
っ
た

30 

。

　

ド
ク
の
ガ
レ
ー
ジ
に
は
奇
妙
な
機
械
な
ど
に
加
え
て
、
フ
ラ
ス
コ
や
ビ
ー
カ
ー
が

雑
然
と
並
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
実
験
器
具
は
数
多
く
の
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
作
品
に
登
場
す
る
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
で
あ
り
、
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
の
ド
ク
と
は
換
喩
的
関
係
に
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
は
科
学
と
魔
術
／
錬
金
術
の

あ
わ
い
を
示
す
記
号
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。こ
の
と
き
、ド
ク
の
ガ
レ
ー

ジ
は
散
乱
す
る
〈
科
学
＝
魔
術
〉
的
記
号
が
充
満
す
る
空
間
と
な
る
。
第
2
章
で
言

及
し
た
よ
う
に
、
ド
ク
が
発
明
し
た
T 

M
の
生
命
（
再
）
創
造
装
置
と
し
て
の
側
面

を
思
い
出
せ
ば
、
そ
う
し
た
装
置
を
生
み
出
す
場
と
し
て
の
ド
ク
の
ガ
レ
ー
ジ
は
、

人
工
生
命
の
創
造
が
行
わ
れ
る
錬
金
術
的
工
房
の
延
長
上
に
あ
る
。
B 

T 

T 

F
に
お

け
る
ガ
レ
ー
ジ
は
、
単
な
る
物
理
的
な
空
間
で
は
な
く
、
超
自
然
的
出
来
事
の
揺
籃

な
の
だ
。

　

興
味
深
い
の
は
、
B 

T 

T 

F
の
よ
う
な
虚
構
の
世
界
だ
け
で
な
く
、
現
実
の

世
界
に
お
い
て
も
ガ
レ
ー
ジ
が
奇
跡
を
生
み
出
す
「
場
」
と
し
て
語
ら
れ
る
点

で
あ
る
。
特
に
そ
れ
が
顕
著
な
の
は
、
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
（
H 

P
）

や 

A 

p 

p 

l 

e 

な
ど
I 

T
関
連
企
業
の
歴
史
や
言
説
に
お
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
、

29 

『B
ack to the Future The C

om
plete Trilogy

』
のD

isc1

に
お
け
る
「M

A
K

IN
G

 TH
E 

TR
ILO

G
Y: C

H
A

PTER
 1

」
よ
り
。
ゲ
イ
ル
は
ア
メ
リ
カ
の
発
明
家
に
先
行
し
て
、
ガ

レ
ー
ジ
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

30 
シ
ェ
イ
ル
＆
ス
ト
ー
ト
も
ガ
レ
ー
ジ
に
触
れ
て
は
い
る
が
、
一
九
五
〇
年
代
の
ガ
レ
ー

ジ
発
明
家
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ヘ
ス
・
ボ
ド
ル
に
ド
ク
を
な
ぞ
ら
え
て
い
る
こ
と
が
示
す
よ

う
に
、
議
論
の
焦
点
は
人
で
あ
り
、
ガ
レ
ー
ジ
と
い
う
〈
場
〉
で
は
な
い
（Shail &

 

Stoate, op.cit., p.56

）。

い
う
同
時
代
の
政
治
的
文
脈
に
一
足
飛
び
に
還
元
す
る
の
で
は
な
く
、
対
極
的
な
時

間
の
モ
ー
ド
の
切
り
替
え
と
い
う
見
地
か
ら
も
検
討
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、

シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
の
ド
ク
の
両
義
的
性
格
・
振
る
舞
い
も
、
こ
の
ト
ポ
ス
か
ら
説

明
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
に
お
け

る
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
指
摘
と
本
稿
の
見
地
は
矛
盾
し
な
い
。フ
ー
タ
モ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

ト
ポ
ス
は
元
型
と
は
異
な
り
、
出
現
す
る
時
代
や
文
化
な
ど
の
文
脈
に
依
存
し
、
そ

う
し
た
文
脈
に
よ
り
加
工
・
整
形
さ
れ
る
。
ト
ポ
ス
は
そ
れ
単
独
で
存
在
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
だ
。　

　

こ
こ
ま
で
は
、
ド
ク
の
イ
メ
ー
ジ
が
古
代
の
修
辞
学
的
伝
統
に
根
ざ
し
、
複
数
の

科
学
者
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
そ
れ
を
縦
糸
と
す

れ
ば
、
次
章
で
は
横
糸
を
通
す
こ
と
を
試
み
る
。
具
体
的
に
は
、
共
時
的
方
向
に
関

与
す
る
ド
ク
の
イ
メ
ー
ジ
を
浮
上
さ
せ
る
。
そ
の
鍵
と
な
る
の
が
、
T 

M
が
生
み
出

さ
れ
た
〈
場
〉
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
化
的
結
節
点
と
し
て
の
ト
ポ
ス
と

い
う
発
想
を
裏
打
ち
す
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

４
．
タ
イ
ム
マ
シ
ン
を
生
み
出
す
場ト
ポ
ス

　　

B 

T 

T 

F
に
お
け
る
空
間
や
場
に
つ
い
て
は
、
主
に
舞
台
と
な
る
ヒ
ル
・
ヴ
ァ
レ
ー

を
対
象
に
、
T 

T
に
よ
る
変
化
や
郊
外
の
誕
生
と
い
っ
た
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
。
こ

の
と
き
、
空
間
と
T 

M
の
関
係
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
、
管
見
の
限
り
ほ
と
ん
ど
見
受

け
ら
れ
な
い
。
本
稿
は
T 

M
／
T 

T
関
連
の
議
論
で
し
ば
し
ば
欠
落
す
る
T 

M
を
す

く
い
上
げ
る
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
い
る
が
、
本
章
で
は
空
間
す
な
わ
ち
〈
場
〉
と

T 

M
と
の
繋
が
り
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
そ
の
た
め
に
B 

T 

T 

F
の
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一
二

ジ
が
物
理
的
空
間
以
上
の
場
と
し
て
認
識
さ
れ
、
言
説
や
視
覚
イ
メ
ー
ジ
な
ど
様
々

な
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
流
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

物
理
的
な
ガ
レ
ー
ジ
と
区
別
す
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
ガ
レ
ー
ジ
を
〈
言
説
と
し

て
の
ガ
レ
ー
ジ
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

　

 

〈
言
説
と
し
て
の
ガ
レ
ー
ジ
〉
は
、
G 

o 

o 

g 

l 

e
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
革
命
を
取
り

上
げ
た
ケ
ン
・
オ
ー
レ
ッ
タ
の
『
グ
ー
グ
ル
秘
録
』
に
も
散
見
さ
れ
る
。
オ
ー
レ
ッ

タ
は
第
2
章
「
ガ
レ
ー
ジ
か
ら
の
出
発
」
で
、
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
に
「
最
も
恐
れ
て
い

る
挑
戦
者
は
？

35 

」
と
問
う
。「
怖
い
の
は
、
ど
こ
か
の
ガ
レ
ー
ジ
で
、
ま
っ
た
く

新
し
い
何
か
を
生
み
出
し
て
い
る
連
中
だ

36 

」
と
い
う
ゲ
イ
ツ
の
返
答
を
受
け
て
、

オ
ー
レ
ッ
タ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
そ
の
ガ
レ
ー
ジ
が
ど
こ
に
あ
る
か
は
お
ろ

か
、
ど
こ
の
国
に
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、〔
ゲ
イ
ツ
に
〕
心
当
た
り
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い

37 

」。
オ
ー
レ
ッ
タ
と

ゲ
イ
ツ
の
応
答
に
登
場
す
る
〈
ガ
レ
ー
ジ
〉
に
は
、
明
ら
か
に
特
定
の
指
示
対
象
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
起
業
・
発
明
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
あ
る

種
の
奇
跡
的
事
象
を
可
能
に
す
る
〈
場
〉
を
表
現
す
る
の
に
、
繰
り
返
し
用
い
ら
れ

る
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
り
定
型
文
句
で
あ
る
。
な
ら
ば
こ
う
し
た
〈
言
説
と
し
て
の
ガ

レ
ー
ジ
〉
と
は
、
ト
ポ
ス
に
他
な
ら
な
い
。

　

B 

T 

T 

F
に
お
け
る
T 

M
が
生
命
創
造
と
等
価
の
T 

T
を
可
能
に
す
る
マ
シ
ン
で

あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
ガ
レ
ー
ジ
は
そ
の
よ
う
な
T 

M
の
発
明
を
可
能
に
す

る
〈
場
〉、
す
な
わ
ち
超
自
然
的
事
象
を
担
保
す
る
〈
言
説
と
し
て
の
ガ
レ
ー
ジ
〉

35 
ケ
ン
・
オ
ー
レ
ッ
タ
『
グ
ー
グ
ル
秘
録
』
土
方
奈
美
訳
、
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
〇
年
、

四
九
頁
。

36 

同
、
四
九
頁
。

37 

同
、
四
九
頁
。〔
〕
内
は
論
者
に
よ
る
補
足
。

一
九
三
〇
年
代
に
創
設
さ
れ
た
H 

P
の
歴
史
＝
物
語
の
起
点
と
な
る
の
は
、
パ
ロ
ア

ル
ト
に
あ
る
ガ
レ
ー
ジ
で
あ
る
。
H 

P
の
こ
の
ガ
レ
ー
ジ
は
、「
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

発
祥
の
地

31 
」
や
「
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
象
徴

32 

」
と
し
て
語
ら
れ
る
。

　

A 

p 

p 

l 
e
の
共
同
設
立
者
と
な
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
ウ
ォ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
と
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
が
一
九
七
一
年
に
出
会
っ
た
こ
と
は
、「
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
ガ
レ
ー

ジ
に
お
け
る
有
数
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、そ
の
32
年
前
、ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
が
パ
ッ
カ
ー

ド
を
訪
れ
て
以
来
、最
大
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
な
っ
た

33 

」
と
述
べ
る
の
は
、ジ
ョ

ブ
ズ
の
伝
記
作
家
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ア
イ
ザ
ッ
ク
ソ
ン
で
あ
る
。
ア
イ
ザ
ッ
ク
ソ
ン
が

ジ
ョ
ブ
ズ
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
も
と
に
そ
の
物
作
り
の
ル
ー
ツ
や
A 

p 

p 

l 

e
の

創
業
・
飛
躍
を
語
る
と
き
、
そ
の
母
体
と
し
て
ガ
レ
ー
ジ
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
だ

が
、
ウ
ォ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
事
実
で
は
な
い
。
ガ
レ
ー
ジ
で
設
計
・
開

発
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
の
は
創
作
で
あ
り
、
A 
p 
p 
l 
e
の
ガ
レ
ー
ジ
を
巡
る
ス

ト
ー
リ
ー
が
「
神
話
」
で
あ
る
こ
と
を
ウ
ォ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
は
告
白
し
て
い
る

34 

。

　

本
論
考
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
し
か
し
な
が
ら
事
の
真
偽
で
は
な
く
、
ガ
レ
ー

31 

H 

P
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w
w

w
8.hp.com

/us/en/hp-inform
ation/about-hp/

history/hp-garage/past-perfect.htm
l

）
や
、
日
本
H 

P
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

h50146.w
w

w
5.hp.com

/info/com
pany/abouthp/histnfacts/garage/index.htm

l
）
を
参

照
（
と
も
に
二
〇
一
八
年
一
月
二
九
日
）。

32 

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ア
イ
ザ
ッ
ク
ソ
ン『
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
Ⅰ
』井
口
耕
二
訳
、講
談
社
、

二
〇
一
一
年
、
三
八
頁
。

33 

同
、
五
九
頁
。

34 

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
に
よ
る
ウ
ォ
ズ
ニ
ア
ッ
ク
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
「
ウ
ォ
ズ
ニ
ア
ッ

ク
、
A 

p 

p 

l 

e
最
大
の
神
話
の
一
つ
の
正
体
を
暴
く
」（http://w

w
w.bloom

berg.com
/

new
s/videos/2014-12-04/steve-w

ozniak-debunks-one-of-apples-biggest-m
yths

）

（
二
〇
一
四
年
一
二
月
四
日
公
開
）（
二
〇
一
八
年
一
月
二
九
日
）。



タ
イ
ム
マ
シ
ン
を
生
み
出
す
場

一
三

す
る
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
姓
名
が
分
割
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ

る
。
ジ
ュ
ー
ル
と
ヴ
ェ
ル
ヌ
と
い
う
双
子
を
授
か
る
こ
と
は
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
再
生
と
い

う
一
種
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
は
、
古
代
の
ト
ポ

ス
の
系
譜
上
に
あ
り
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
体
現
す
る
科
学
者
・
発

明
家
た
ち
に
よ
っ
て
幾
重
に
も
縁
取
ら
れ
た
ド
ク
と
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
連
想
さ

せ
る
ク
ラ
ラ
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
的
な
科
学
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
産
業
の

極
北
の
下
で
あ
れ
ば
、
S 

F
の
祖
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
に
再
度
息
を
吹
き
込
む
こ

と
が
叶
う
の
だ
。

　

P 

A 

R 

T 

3
最
後
の
シ
ー
ン
で
は
、
ド
ク
は
ク
ラ
ラ
と
双
子
と
と
も
に
放
電
し
な

が
ら
飛
行
す
る
T 

M
に
搭
乗
し
て
、
ヒ
ル
・
ヴ
ァ
レ
ー
か
ら
飛
び
去
っ
て
い
く
。
電

気
仕
掛
け
の
T 

M
を
（
再
）
発
イ
ン
ヴ
エ
ン
ト
明
し
、
様
々
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
生
命
操
作
と
し
て
の

T 

T
を
実
現
す
る
ド
ク
は
、
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
を
い
じ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
走
ら
せ
て
電

脳
空
間
で
世
界
を
創

イ
ン
ヴ
エ
ン
ト

造
す
る
I 

T
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
ド
ク
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
と
い
う
空
間
的
制
約
や
ア
メ
リ
カ
と
い
っ

た
国
家
的
制
約
を
超
越
し
て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
世
界
に
普
く
発
信
し
よ
う
と
す
る

I 

T
ギ
ー
ク
と
重
な
っ
て
く
る
。
こ
の
と
き
ド
ク
と
そ
の
一
家
は
、
多
国
籍
企
業
に

よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
い
っ
そ
う
の
加
速
化
を
示
す
徴
候
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

お
わ
り
に

　

本
論
考
は
第
1
章
で
B 

T 

T 

F
の
先
行
研
究
を
整
理
し
た
う
え
で
、
し
ば
し
ば
議

論
の
賭
け
金
と
な
る
ド
ク
・
ブ
ラ
ウ
ン
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。

第
2
章
で
は
T 
M
／
T 

T
と
電
気
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
電
気
に
よ
る
生

と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
。
先
に
も
簡
単
に
言
及
し
た
が
、
超
自
然
的
出
来
事
を
担

保
す
る
〈
場
〉
は
ガ
レ
ー
ジ
以
前
に
も
あ
る
。
映
画
版
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』

の
古
城
や
、
ウ
ェ
ル
ズ
の
『
タ
イ
ム
マ
シ
ン
』
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
『
時
の
航
海
士
』

（
一
八
八
八
年
）
の
廃
屋
な
ど
が
、
そ
れ
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
ら
が
ゴ

シ
ッ
ク
的
陰
鬱
さ
・
周
縁
性
を
強
調
す
る
の
に
対
し
、〈
言
説
と
し
て
の
ガ
レ
ー
ジ
〉

は
ア
メ
リ
カ
の
D 

I 
Y
文
化
と
そ
れ
に
根
ざ
し
た
成
功 

―
― 

ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー

ム 

―
― 

を
強
調
す
る
。
ド
ク
の
場
合
で
は
、
例
え
ば
P 

A 

R 

T 

2
で
、
T 

M
を
自
作

す
る
こ
と
で
ヒ
ル
・
ヴ
ァ
レ
ー
に
お
け
る
立
場
を
風
狂
・
精
神
異
常
者
か
ら
市
民
賞

受
賞
者
へ
と
逆
転
さ
せ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

だ
が
、
B 

T 

T 

F
の
ガ
レ
ー
ジ
に
関
し
て
こ
う
し
た
点
以
上
に
重
要
な
の
が
、

P 

A 

R 

T 

3
の
ク
ラ
ラ
の
存
在
で
あ
る
。
一
八
八
五
年
の
世
界
で
、
ド
ク
は
峡
谷
に

落
下
し
て
死
亡
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
ク
ラ
ラ
・
ク
レ
イ
ト
ン
を
助
け
て
結
婚
す
る
。

B 

T 

T 

F
で
の
出
来
事
が
す
べ
て
ヒ
ル
・
ヴ
ァ
レ
ー
つ
ま
り
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
生

じ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
〈
言
説
と
し
て
の
ガ
レ
ー
ジ
〉
が
I 
T
関
連
の
歴
史
・
言

説
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
ク
ラ
ラ
」
と
い
う
シ
ニ
フ
ィ

ア
ン
は
看
過
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
必
然
的
に
連

想
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
呼
ば
れ
る
こ
と

に
な
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
一
地
域
に
は
、
有
象
無
象
の
若
き
テ
ク
ノ
フ
ィ
リ
ア
が

蝟
集
す
る
。
彼
ら
の
う
ち
の
一
握
り
が
ガ
レ
ー
ジ
で
新
た
な
発
明
・
発
想
を
生
み
出

し
て
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
I 

T
関
連
の
ハ
イ
テ
ク
企
業
を
次
々
と
立
ち
上
げ

て
勝
者
に
な
っ
て
い
く
。
ま
さ
に
〈
ガ
レ
ー
ジ
の
奇
跡
〉
が
具
現
化
す
る
エ
リ
ア
が

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
な
の
だ
が
、
そ
の
大
部
分
が
サ
ン
タ
・
ク
ラ
ラ
群
に
あ
り
、
サ
ン

タ
・
ク
ラ
ラ
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
し
ば
し
ば
同
一
視
さ
れ
る
の
だ
。

　

ド
ク
は
ク
ラ
ラ
を
伴
侶
と
し
、
男
の
双
生
児
を
得
る
。
こ
の
双
子
に
両
者
の
憧
憬
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一
四

レ
ー
ジ
の
あ
る
ヒ
ル
・
ヴ
ァ
レ
ー
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
あ
る
街
と
さ
れ
る
の
は
、

決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
ま
た
、
ト
ポ
ス
が
「
場
／
場
所
」
に
由
来
す
る
こ
と
を
思

い
起
こ
せ
ば
、
B 

T 

T 

F
の
T 

M
は
〈
ト
ポ
ス
＝
場
〉
が
複
数
撚
り
合
わ
さ
っ
て
生

み
出
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

T 

T
で
は
T 

M
に
よ
り
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
時
間
の
モ
ー
ド
が
ご
破
算
に

な
る
。
だ
が
、
B 

T 

T 

F
の
場
合
、
ト
ポ
ス
自
体
の
反
復
的
性
格
や
「
少
年
と
老
人
」

と
い
う
ト
ポ
ス
の
時
間
錯
誤
的
な
性
質
を
踏
ま
え
れ
ば
、
T 

M
を
可
能
に
す
る
条
件

に
お
い
て
す
で
に
T 

T
的
な
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
が
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は

過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
っ
た
時
間
の
モ
ー
ド
が
先
行
し
て
失
効
し
て
い
る
。
裏
を

返
せ
ば
、
少
な
く
と
も
B 

T 

T 

F
に
お
け
る
T 

T
の
実
現
と
T 

M
の
発
明
に
は
、
時

間
の
表
象
で
あ
る
こ
の
ト
ポ
ス
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
だ
。
T 

M
と
T 

T
、
そ
し
て

T 

M
の
背
後
に
密
や
か
に
設
定
さ
れ
る
T 

M
を
可
能
に
す
る
条
件
は
、
一
組
み
の
ト

リ
プ
テ
ィ
ッ
ク
と
し
て
相
互
に
巻
き
込
み
合
い
つ
つ
、
互
い
を
駆
動
さ
せ
て
い
る
の

で
あ
る
。

※
本
研
究
は
M 

E 

X 

T
科
研
費
1 

7 

K 

1 

8 

4 

8 

5
の
助
成
を
受
け
た
研
究
の
中
で

い
く
つ
か
の
知
見
を
得
た
。

命
操
作
と
い
う
観
点
か
ら
、
従
来
曖
昧
に
さ
れ
て
い
た
ド
ク
の
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
3
章
で
は
、
マ
ッ
ド
・
サ
イ

エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
表
象
さ
れ
る
ド
ク
は
複
数
の
ア
メ
リ
カ
の
科
学
者
・
発
明
家

の
系
譜
上
に
位
置
す
る
こ
と
に
加
え
、「
少
年
と
老
人
」
と
い
う
古
代
の
ト
ポ
ス
の

系
譜
上
に
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
第
4
章
で
は
、
T 

M
が
発
明
さ
れ
る
ガ
レ
ー
ジ

と
は
、
奇
跡
を
担
保
す
る
修
辞
と
し
て
機
能
す
る
〈
言
説
と
し
て
の
ガ
レ
ー
ジ
〉
で

あ
る
こ
と
を
析
出
し
た
。
ま
た
、〈
言
説
と
し
て
の
ガ
レ
ー
ジ
〉
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

と
結
び
つ
く
こ
と
で
超
自
然
的
出
来
事
を
担
保
す
る
場
と
し
て
の
性
格
が
よ
り
強
調

さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、ド
ク
の
伴
侶
と
な
る
ク
ラ
ラ
の
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
は
、

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
同
一
視
さ
れ
る
サ
ン
タ
・
ク
ラ
ラ
と
共
鳴
す
る
こ
と
を
解
明
し

た
。
以
上
に
加
え
、
B 

T 

T 

F
で
は
物
語
の
舞
台
と
な
る
の
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
特
に
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
I 
T
を
中
心
と
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
の
兆
候
と
し
て
ド
ク
と
そ
の
一
家
を
読
解
す
る
視
点
を
提
示
し
た
。

　

本
研
究
の
目
的
は
、
B 

T 

T 

F
研
究
に
即
し
て
言
え
ば
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
先
行
研
究
で
は
ド
ク
を
賭
け
金
に
、
レ
ー
ガ
ン
や
レ
ー

ガ
ン
政
権
な
ど
に
一
足
飛
び
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
問

題
構
制
を
同
じ
く
ド
ク
を
梃
子
と
し
て
批
判
し
、
B 

T 

T 

F
研
究
を
同
時
代
の
上
か

ら
の
も
し
く
は
大
文
字
の
政
治
的
・
社
会
的
文
脈
以
外
の
論
点
に
向
け
て
開
く
こ
と

に
あ
っ
た
。
ま
た
、
T 

M
／
T 

T
研
究
に
即
し
て
言
え
ば
、
T 

T
と
比
較
す
る
と
見

落
と
さ
れ
が
ち
な
T 

M
の
重
要
性
だ
け
で
は
な
く
、
T 

M
を
生
み
出
す
条
件
で
あ
る

メ
デ
ィ
ア
文
化
的
想
像
力
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、マ
ッ
ド
・

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
ド
ク
を
構
築
す
る
「
少
年
と
老
人
」
の
ト
ポ
ス
、
単

な
る
空
間
に
と
ど
ま
ら
な
い
修
辞
＝
ト
ポ
ス
と
し
て
の
〈
ガ
レ
ー
ジ
〉、
及
び
〈
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
＝
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
〉
と
い
う
地
理
的
要
因
で
あ
る
。
ド
ク
の
ガ




